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対策項目 4 風の抜け道の確保（開放ハウスのみ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被害の状況と原因 

○ 谷、サイド、妻面の開放が十分でないことから、風の抜け道が無く、

天部に風を受け浮き上がっている。（写真①、②） 
○ サイド練のサイド側アーチ部が開放できないことから風を受け、サイ

ド練の天が風を受けめくれている。（写真③） 
○ フルオープン化したハウスでも、巻き上げ部が残っている場合にその
部分が風を受けアーチ部が曲がっている。（写真④） 

風を受けアーチ部が浮き上がっ
た状態 

風を受けサイド練の天部がめく
れた状態 

妻面が十分開放されていない状態 

フルオープン化したが、完全に巻

き上げられない部分が風を受け、

アーチ部が曲がった状態 
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サイド練サイド側アーチ

部のフィルムを巻き上げ
た状態 

フルオープン化する場合で

も、完全に巻き上がらない部

分は天で縛り固定する。 

※基本的に、強風域（黄色）では谷を

閉めて様子を見る。暴風域（赤色）

に入る前に、アーチ中央部のビニペ
ットまで完全に谷を巻き上げる。 

妻面は上部の△部まで出
来る限り開放する。 

改造の方法 

○ 風の抜け道を可能な限り確保する。 
 （特に妻面上部の△部分、サイド練のサイド側アーチ部を確保する。） 
○ フルオープンにする場合でも完全に巻きあがらない部分について
は、天で縛り固定する。 

谷部・サイド・妻面はできる
限り開放する。 

 


